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２０２４年度 文学研究科 
博士学位請求論文（要旨） 

 

戦国大名浅井氏と家臣たちの動向 

～北近江の中世後期における政治・社会構造～ 
                                                                                  

太田 浩司 

１ 問題意識と目的 

 本書の目的は、日本の戦国時代（中世後期）、北近江（滋賀県北部）の地に戦国大名として君臨した浅井氏

3 代の領国統治の実相や家臣団の存在形態を究明し、この地域社会の特質を明らかにすることにある。浅井

氏については、これまで小和田哲男氏、宮島敬一氏の専論がある。宮島氏の著書などで特に強調されている

のが、東国や西国の戦国大名と同じ基準ではなく、畿内近国独自の政治状況・社会状況の中に浅井氏の姿を

位置づけることである。本論では、この問題をさらに深掘りし、畿内近国の戦国大名の姿を明らかにするこ

とを目的とする。 

 また、家臣団の実態についても、上層家臣の現存史料を博捜し、浅井氏との関係を明らかにする。また、

下層家臣にあたる土豪・地侍と村落の関係についても、中世史料はもとより、近世史料から遡及的に考察す

るなどの手法を用いて明らかにしたい。一方で、浅井氏と家臣・村落や地域中核寺院との関係にも触れる。

総体に、戦国大名浅井氏を頂点とする家臣団、それに村落・寺社といった地域社会の構造全体を明確化し、

この地域に生まれる織豊政権が、戦国時代の何を変革していったのかを見極めたい。 

 

２ 構成及び各章の要約 

 本論は、以下の構成と内容である。 

 

序論 本論の構成と内容 

 本論の構成や内容、問題意識などを述べる。 

 

第１章 北近江の奉公衆と守護京極氏 

 １ 北近江における奉公衆の動向‐佐々木大原氏を中心として‐ 

 ２ 中世箕浦荘と奉公衆土肥氏 

 ３ 京極氏権力の構造 

 浅井氏台頭以前の北近江の政治状況を解説・考究する。当地域には、室町幕府の直臣であった奉公衆が多

く所領を持ち、守護家である京極氏を牽制していた。その出自は鎌倉幕府以来の国人であり、室町中期から

台頭し、浅井氏家臣となる土豪・地侍層とは相違する層であった。 

鎌倉時代には坂田郡柏原荘（米原市柏原）を本拠にした京極氏は、南北朝期の導誉の出現以来、北近江の

守護家として君臨する。室町中期は侍所所司として京都を主な拠点にするが、応仁文明の乱以降、その拠点

を京都から領国内の上平寺城へ移し、当主高清を上坂家信が執権的立場で補佐する体制を確立した。この京

極政権は奉行人に支えられながら、浅井亮政・久政の時代は、浅井氏との二重政権の状態となりながら、浅

井長政の家督相続直前の天文年間（1532～55）末年まで存続する。 

 

第２章 戦国大名浅井氏の政治動向と統治構造 

 １ 浅井氏の政治動向 

 ２ 浅井氏権力の構造 

 ３ 浅井氏の領国統治 
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 ４ 浅井氏の寺社統制 

 守護京極氏の統治を継承した浅井氏の統治期間は、大永 3 年（1523）～天正元年（1573）の 50 年間に及

ぶ。この間、小谷城を拠点として、3 代にわたって大名としての地位を保った。初代の亮政期は近江南部に

勢力を張る六角氏の侵攻に悩まされたが、久政期は六角氏の家臣化し統治の安定を目指す。しかし、長政の

時代になると織田信長との同盟を結び、六角氏と対立、その力を凌駕していく。 

元亀元年（1570）4月からは信長と敵対、4年間の元亀争乱を経て滅亡した。浅井氏は越前朝倉氏や六角氏

のように、国政上の官位を得ておらず、浅井氏統治期間を通して存続した守護家京極氏の被官（家臣）とい

う立場を脱することができなかった。京極・浅井の二重政権は久政段階までだが、長政の時代もその守護家

を抱える形で政権運営を行なったので、京極氏の存在は無視し得なかった。畿内近国では、浅井氏のような

無位無官の武家では、地域権力として独立し得なかったのである。私的な書状を公的な知行宛行や寺社領安

堵に使用する発給文書の形式も、この浅井氏の立場を反映している。 

 その領国支配は、大名の権力を使った強権ではなく、わずかの例外を除いて、土豪や村落で形成する地域

社会の調停者であり、その判断基準は荘園制に基づいた旧例であった。また村落の自治に介入することもな

く、寺社が構築したネットワークをも温存の上で権力基盤とし、これらの秩序を尊重した形で政権運営を行

なった。宮島敬一氏が明らかにされたように、戦国大名の典型として考究されてきた東国（後北条・武田・

今川など）や西国（毛利など）の戦国大名とは統治構造が異なる畿内近国型の戦国大名として、浅井氏は位

置づけられる。 

 

第３章 浅井氏と城郭と合戦 

 １ 小谷城の文献的考察 

 ２ 江濃国境「長比城」の基礎的研究 

 ３ 文献史料から見た元亀争乱関係城郭 

 浅井氏の居城である小谷城について、同時代の文献により、曲輪名や寺院などの諸施設の復元を行なった。

その結果、居城を通した浅井氏権力の構造も、京極氏や比叡山を重視した中世的権力だった事実を浮き彫り

にした。また、当主や家臣団の屋敷、それに菩提寺があった清水谷の状況も明らかにし、その日常生活の実

態にも迫る。さらに、現存の縄張を組み合わせることで、織田信長や羽柴秀吉が行なった小谷城攻撃ルート

や、浅井久政・長政の籠城の実像の解明を行なった。 

一方、美濃国境におかれた長比城をはじめとする領国内の支城を、文献から詳細に見直すことで、元亀争

乱における戦闘の状況を浮き彫りにした。それは、越前朝倉氏の来援による縄張の改修が随所にみられるこ

とを特徴とする。裏返せば、浅井氏の築城技術の未熟度が知られるが、これは地域権力としての限界も示し

ている可能性がある。また、元亀争乱における山本山城と小谷城との防衛ラインの重要性が明らかとなり、

その寸断が、小谷落城の直接的原因となったことを解明した。 

 

第４章 戦国大名浅井氏の家臣団 

 １ 浅井氏家臣・赤尾氏の基礎的研究 

 ２ 浅井氏家臣・磯野員昌の動向 

 ３ 浅井氏家臣・阿閉氏の転身‐羽柴秀吉と対立した信長家臣‐ 

 ４ 浅井氏家臣・三田村氏の動向 

 ５ 北近江における土豪「一揆結合」の展開 

 浅井氏の家臣は国衆クラスの上層家臣と、土豪・地侍と位置づけられる下層家臣に分けることができる。

従来、浅井氏家臣の宿老は、海北氏・雨森氏・赤尾氏と言われているが、赤尾氏以外は根拠がないことが、

古文書の分析によって明らかになる。さらに、磯野氏は「境目の城」である佐和山城を預けられる侍大将と

して、また阿閉氏も小谷城防衛の拠点である山本山城を預けられる武将として、浅井家中で一定の地位を構

築した上層家臣だったと見られる。 
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 また、小和田哲男氏によれば、「嶋記録」を残した嶋氏が加わる今井家中の分析から、浅井氏が掌握した上

層家臣が下層家臣を支配下におく体制が想定されている。しかし、下層家臣も浅井氏から直接書状が送られ

ており、上層家臣と下層家臣の主従関係は、必ずしも明確ではないと見られる。浅井氏領国内では、上層家

臣も下層家臣も並列して、地域秩序を構築していたと考えるべきであろう。また、現在も館跡が国指定史跡

として残る三田村氏について、浅井氏家臣としての動向を追い館跡の存在意義を問い直した。 

 

第５章 浅井氏家臣たちの近世的変容 

 １ 浅井氏家臣嶋・若宮氏被官の近世的変容 

 ２ 浅井氏家臣村山氏と被官の近世的変容 

 ３ 浅井氏家臣下坂氏の中世から近世‐国指定史跡「下坂氏館跡」の歴史的背景 

 ４ 浅井氏家臣・野一色氏の近世 

 浅井氏滅亡後、浅井氏の家臣であった土豪・地侍は、近世大名の家臣となるか、地元に残って郷士として

生きていくのかの選択を行なった。地元を離れ大名家臣となった嶋氏や村山氏を例に、地元に残った嶋氏被

官・村山氏被官との交流を通して、遡及的に戦国における村落内における土豪・地侍の位置づけを行なった。

また、井戸村氏や野一色氏の例から、近世前期に土豪・地侍たちが前代の被官たちの台頭に悩まされている

実態を示し、遡及すれば戦国期は村落内においても主従性が貫徹していたことを示す。 

 一方、武士にならず地元に残った典型として、三田村氏と同様に館跡が国指定史跡として残る下坂氏につ

いても考究した。下坂氏が近世の村組織とは一定の距離をいた郷士として、特別な地位にあったことを明ら

かにし、これを中世村との関係の残影としてとらえた。また、郷士たちが近世大名の家臣と通婚したり、野

一色氏のように近世前期に大名家臣から郷士身分に戻ったりする事実から、一般的に言われる織豊政権時か

ら始まった兵農分離は、その基底部分においては貫徹されない状況であったことを明らかにする。 

 

結論 

 戦国大名としての浅井氏は、自らが守護でもなく、朝廷・幕府からも官位を与えられない地域権力で、そ

れは守護京極家の権威に頼らない限り、北近江を統治する大義名分を得られない存在であった。また、領国

内においては、一部強権を発し、村落を直接統治する場合もあったが、基本的には家臣の村落支配や、惣村

の自治権、さらに寺院のネットワークの上に立ち、その中世が生んだ共生的秩序の中で、調停者として臨む

姿があった。それは、戦国大名の典型とされる東国や西国の戦国大名とは相違する、室町幕府体制が残る畿

内近国の戦国大名と位置づけられる。 

 浅井氏の家臣家臣たちは、村にとっては土豪・地侍であったが、村落民を被官（家来）化する主従性の深

化が見られた。この村内における動向が、浅井氏を支える共生的秩序を崩壊に導くことになる。当地域は織

田信長や羽柴秀吉の本拠（長浜城・安土城）がおかれることで、近世大名やその家臣となる者が多く出た。

その近世への変容を見ると、従来織豊政権が行なったとされる兵農分離が、必ずしも貫徹されていないこと

が知られる。ここに、中世から近世への連続性が認められ、村落自治の連続性も合わせて、封建制における

中近世、特に室町時代と江戸時代の継承・断絶を見直す議論が必要なことが改めて痛感される。 

 

付論 

 新出分 浅井氏三代文書 

 小和田哲男氏による『浅井氏三代文書集』（浅井家顕彰会、1972 年）に掲載されていない、新出分の浅井

氏三代文書の釈文 32点を掲示し、今後の浅井氏研究の一助とする。 

以上 

 

 

 


